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１．　はじめに

　大島大橋は、平成１１年１１月に供用を開始した九州では最長の斜張橋である。本橋は、図１に示すよ

うに主橋梁（３径間連続鋼斜張橋）と取付高架橋（２径間連続鋼箱桁橋、４径間連続ＰＣ中空床版橋）で

構成されている。このうち、取付高架橋である２径間連続箱桁橋では、実橋振動試験、風洞試験によって

渦励振の発生が予想されたため、油圧ダンパーによる振動対策を施した。ここでは、油圧ダンパー採用に

際して実施した検討や諸試験、台風通過時の観測結果などについて報告する。

２．　実橋振動試験

　耐風性の検討においては、対数減衰率は重要な要因であ

り、実橋振動試験によりその確認を行った。試験には、油

圧サーボ重錘上下式加振装置を使用した。自由減衰試験の

結果得られた振幅と対数減衰率の関係を図２に示す。図２

より取付高架橋の対数減衰率は 0.022であり、非常に低い
ことが判明した。

３．　風洞試験

　対数減衰率の実測値を用いて実施した道路橋耐風設計

便覧に基づく机上検討の結果、設計風速内で振幅が比較的

大きい渦励振が起こる可能性が判明したため、三次元弾性

体模型を用いた一様流中での風洞試験を実施した。風洞試

験の結果を図３に示す。太田和側では風速 22m/sec で渦
励振が発生している。発生振幅は、実橋試験で得られた対

数減衰率では 50cmを超えており、実際に渦励振が発生す
れば、高架橋そのものに悪影響を与えることが予想された。

４．　制振対策の検討

　渦励振対策としては、フェアリングやフラップなどによ

る空力的対策や、ＴＭＤによる構造的対策が一般的に用い

図１　大島大橋全体一般図
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図２　振動試験結果（ダンパーなし）
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図３　風洞試験結果（太田和側）
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られるが、本橋の対策としては、以下の理由から油圧ダンパーによって水平方向に減衰を付加する方法を

採用した。

①　架設がすでに完了している

②　台風時期が迫っており短期間での対策実施が必要

③　桁内に TMDを設置する場合、鋼床版を切り開く必要がある
　油圧ダンパーの諸元を表１に、取付状況を写真１に示す。

５．　効果確認試験

　橋梁完成後、前述の加振装置を用いてダンパーの効果確認

試験を実施した。自由減衰試験の結果得られた振幅と対数減

衰率の関係を図４に示す。高架橋の対数減衰率は 0.044まで
向上している。

　加振試験の振幅ではダンパーの振幅が小さく、減衰付加効

果が十分に発揮されていなかったため、解析的に渦励振発生

時の対数減衰率を求めた。解析にあたっては、まず、ダンパ

ーの単体特性試験を行って図５に示すダンパーの変位と減衰

係数の関係を求めた。そして桁の振動によって生じるダンパ

ーの変位に応じた減衰係数を系に付加して繰返し計算を行う

という方法を採った。計算結果を図４に併せて示す。解析結

果は試験結果とよく一致しており、渦励振発生時の対数減衰

率 0.058は、所要値の 0.049を上回っていることを確認した。
６．　台風通過時の観測結果

　本橋完成直前の平成１１年９月に長崎県の東側を台風 18
号が通過した。その際、太田和側取付高架橋で渦励振が観測

された。図６に観測結果を示す。最大振幅は 9.9cmであり、
風洞試験から予想される値の４割程度であった。この原因を

明らかにするために、実風の時刻歴データ及び一様流中の風

洞試験結果から得られる風速－振幅－減衰の関係を用いて、

準定常的な時刻歴応答解析を実施した。解析結果を図６に併

せて示す。振幅の解析値は、一様流中での風洞試験結果より

も小さく、観測値に近づいている。本解析により観測結果と

風洞試験結果の差は、主に風速変動によるものであることが

確認できた。

７．　まとめ

　大島大橋取付高架橋では、渦励振対策として水平方向油圧

ダンパーを初めて採用し、その効果を試験、解析および台風

時の動態観測により確認できた。
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図６　渦励振観測結果
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図５　ダンパー特性試験結果（４Ｐ）

写真１　油圧ダンパー取付状況（Ｐ１）

図４　ダンパー設置後の対数減衰率
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許容振幅 33cm

設置場所 設置位置 減衰係数
(kgf･sec/mm)

最大減衰力
(tf)

ストローク
(mm)

寺島側 A1 地覆横 ２００ ４０ ±６０
P1 桁下 ２００ ２０ ±１５０

太田和側 4P 桁下 １０００ ３０ ±１５０
P3 地覆横 ２００ ２０ ±６０

ダンパー諸元

表１　油圧ダンパー諸元
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